
機械構造物の振動対策において，それらの振動特性を求
めることに加えて，加振力の大きさおよび入力位置，その伝
達経路を知ることは重要な課題である．本研究では，実稼働
応答から加振入力の推定を行うことを目的とする．

実稼働状態において，比較的広帯域の加振力を受けるこ
とを仮定する．部分空間法を用いたシステム同定により，状
態空間表現によるシステムの実現を求める．その結果を用
いて加振入力の推定を行う．従来は定常な加振力を周波数
領域で求めていた．しかしながら，周波数領域では機械シス
テムの過渡的な変動を検知することは不可能である．した
がって本研究では，時間領域での推定を試みる．非定常入
力信号の例として，イパルス入力の推定を考慮する．

時間領域の推定法として，インパルス応答行列から逆問題
を直接的に解く手法を扱う．Tikhonovの正則化法を用いて加
振入力の推定を行う．また，その評価には，推定入力とイン
パルス応答行列から求めた応答の推定値を実際に測定した
値の差と推定入力のノルムによるL曲線を用いた．一方，逆
問題を解く際に悪条件になると，精度の良い推定が困難に
なることから，間接的な推定手法として，状態量に入力信号
を加えた拡大状態方程式に対してカルマンフィルタを適用し
て，状態推定を行った．両者ともシミュレーションによる確認
を行った．今後は，入力位置の推定についても検討を進める．
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L曲線による評価

応答信号 システム 加振⼒

振動応答から加振⼒を推定（逆問題）
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インパルス⼊⼒推定結果

⼊⼒推定問題
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間接的⼿法：カルマンフィルタ
⼊⼒を含む拡⼤状態量の推定

直接的⼿法：Tikhonov 正則化
インパルス応答に打ち切り特異値分解
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過渡的な入力信号推定（時間領域推定）の
重要性 「インパルス入力の推定」

システムの実稼働同定：部分空間法


